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研究成果の概要（和文）：RAPIDシステムを使用して直接カテーテル室に急性期脳卒中疑い患者を搬送し、灌流
画像解析を行い、再灌流療法の適応を決定するシステムを構築する研究であったが、世界的なコロナ禍に入り、
当センターの救急診療の場でも、救急受診システムの変更が余儀なくされた．そこで、CT灌流画像による解析結
果をカテーテル室で待機しているスタッフへ情報共有するITシステムを検討し、ポータブルデバイス(スマート
フォンやタブレット)で閲覧できるシステムを使った院内システムを構築した．

研究成果の概要（英文）：The research was to construct a system to transport suspected acute stroke 
patients directly to the catheterization room using the RAPID system, perform perfusion image 
analysis, and determine the indication for reperfusion therapy. However, the global coronary 
disaster forced the center to change its emergency consultation system in the emergency department. 
Therefore, we studied an IT system to share the results of analysis using CT perfusion images to the
 staff waiting in the catheterization room, and constructed an in-hospital system using a system 
that can be viewed with portable devices (smart phones and tablets).

研究分野： 神経内科，脳卒中
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究内容の灌流画像解析と合わせて、第47回日本脳卒中学会学術集会、第37回日本脳神経血管内治療学会学術
総会、第64回日本脳循環代謝学会学術集会、第37回日本脳神経血管内治療学会学術総会で発表し，　J Am Heart
 Assocに論文発表した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 日本における脳卒中の患者数は現在約 150 万人、年間新規発症者数は 30 万人とされる。脳卒
中は、悪性新生物、心臓病に次いで日本人の死因の第 4 位であり、要介護の原因疾患として第 2
位を占める。また、今後 10 年間は高齢者人口の増加と共に、脳卒中患者数の増加が予想されて
いる。脳卒中の 3/4 を占める脳梗塞については、組織プラスミノゲンアクチベータ（rt-PA）静
注療法、機械的血栓回収療法により急性期の治療成績は飛躍的に向上している。現在急性期脳梗
塞に対してこの 2 種類の再灌流療法が、標準治療となっている。より多くの脳梗塞患者の後遺
症を軽減するためには、より明瞭で適切な画像診断が求められている。 本研究ではより早期に
再灌流療法を始めるべく自動造影灌流画像解析システムである RAPID を使用して、直接カテー
テル室に急性期脳卒中疑い患者を搬送し、灌流画像解析を行い、再灌流療法の適応を決定するシ
ステムの研究である。 
 世界的なコロナ禍に入り、当センターの救急診療の場でも、発熱・酸素濃度低下・レントゲン
での肺炎像を否定した後に画像検査に移行するように救急受診システムの変更が余儀なくされ、
直接カテーテル室への患者搬送が困難になってきている。そこで RAPID システムを使用して
CT や MRI などの標準的な頭部画像検査においても十分な感染防御体制を整えてから、検査を
行うようになったため、画像診断の速度遅延がないか検討した。また感染対策の一環として、リ
モートによる診療体制を整備するため、灌流画像情報を手持ちのポータブルデバイス(スマート
フォンやタブレット)で閲覧できるシステムを導入した．  
 
 
２．研究の目的 
 
感染対策のため通常よりも時間の経過した前方循環系主幹動脈閉塞症例において，発症<6 時間 
と 6-24 時間の機械的血栓回収術による治療効果の有効性と灌流ミスマッチの検討をおこなっ
た． 
 
３．研究の方法 
 
2017 年 8 月から 2021 年 3 月 1 日の間に灌流ミスマッチがあり 機械的血栓回収術で治療された 
前方循環系主幹動脈閉塞症例を対象とし，主要評価項目として 90 日後の日常生活自立度 mRS 0-
2 (favorable), mRS 0-1 (excellent)を比較した．また安全性項目として症候性頭蓋内出血と 
90 日以内の死亡率を検討した． 
 
４．研究成果 
 
6-24 時間 vs ６時間以内 における 90 日後 mRS の割合に有意差はみられなかった． 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
本研究内容と合わせて、第 47 回日本脳卒中学会学術集会、第 37 回日本脳神経血管内治療学会
学術総会、第 64 回日本脳循環代謝学会学術集会、第 37 回日本脳神経血管内治療学会学術総会
で発表し，J Am Heart Assoc に論文発表した。 
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